
VERA各局のプレート運動による変位
田村良明 （ＧＰＳの観測結果です。VLBIの観測はこれからです。）

太平洋プレート上では本土に近い島としては南鳥島しか無く、 日
本列島近くでプレートの動きを測るのは大変です。

GPS受信機と小笠原局庁舎上のGPSアンテナ。観
測データは毎日水沢局に集められています。

野外では三脚を立てて観測
（左：国土地理院父島局にて、右：父島二見港水準点にて）

水沢局本館屋上のアンテナとＧＰＳ観測のもよう。水
沢の観測データは、ドイツ・ポツダムの研究所（GFZ 
Potsdam）に15分ごとに送られています。
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カーナビにも使われるＧＰＳですが、これらの観測では精密測量
用のＧＰＳ受信機が使われています。（ちなみに、お値段は並の
自動車よりも少し高いので、カーナビにはちょっと使うわけにはい
きません。）

ユーラシアプレートとフィリピン海プ
レートの相対的な動きは、世界中で
最もプレートの動きの速い場所のひ
とつとして知られています。

水沢局 （北米プレート上）

小笠原局
（フィリピン海プレート上）

５月２６日に発生した宮城県沖の地震（Ｍ 7.0）で、水沢局が北へ
5mm、西へ10mm強、上へ10mm強変位したことがとらえられていま
す。

プレート運動の速度は最大で
70mm/年に達します。

VERA各局では、VLBIとGPSの
コロケーション観測を行います。

VERA水沢局の座標は国土地
理院とのVLBI実験で求めてい
ます。 他の３局は、GPSの観測
から推定40mmの精度で初期座
標を求めています。

GPSの観測風景


